
八
六

　
　
編
　
集
　
後
　
記

　

未
曾
有
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
の
蔓
延
に
よ
り
社
会

状
況
は
一
変
し
、
大
学
も
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
な
ど
の
非
常
な
る
対
応

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
本
年
度
に
お
い
て
、
引
き
続
き
本
号
を
刊
行
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
誠
に
あ
り
が
た
く
、
御
寄
稿
い
た
だ

い
た
執
筆
者
各
位
を
は
じ
め
御
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
号
に
は
二
〇
二
〇
年
二
月
に
開
催
さ
れ
た
宋
代
禅
国
際
学
会
で

発
表
さ
れ
た
諸
先
生
方
の
御
論
攷
を
特
集
と
し
て
掲
載
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
禅
学
研
究
に
お
け
る
画
期
的
な
国
際
的
な
学
術
交
流

で
あ
り
、
そ
の
後
も
世
界
的
な
感
染
拡
大
が
続
い
て
い
る
今
と
な
っ

て
は
大
変
意
義
深
く
感
ず
る
次
第
で
す
。
今
後
歴
史
上
の
大
き
な
転

換
点
と
し
て
必
ず
や
刻
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
本
年
度
に
、

本
号
を
お
届
け
で
き
た
こ
と
に
深
く
思
い
を
致
し
、
皆
様
に
重
ね
て

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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集
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駒
澤
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第
三
十
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二
〇
二
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年
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十
五
日　
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二
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二
〇
年
十
二
月
三
十
一
日　

発
行

発
行
者　

駒
澤
大
學
禪
硏
究
所

　
　

〒
一
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八
五
二
五

　
　

東
京
都
世
田
谷
区
駒
沢
一
丁
目
二
十
三
番
一
号

　
　

電
話　
〇
三
（
六
三
八
一
）
八
九
〇
三
（
深
沢
校
舎
内
）

代
表
者　

角
田
泰
隆

印
刷
所　

東
京
技
術
協
会

東
京
都
港
区
三
田
四
︱
八
︱
四
一

電
話　

〇
三
（
三
四
四
四
）
二
七
一
六




